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技 術 管 理 セ ン タ ー 

技 術 管 理 課 
 

 技術管理課は，新潟市の実施する公共工事に関する技術基準や設計・

積算基準の作成などの事業を行っています。 
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１ 土木・建築積算システムの管理 

 新潟市の発注する土木・建築工事の設計業務において、統一した単

価・歩掛等を使用して積算を行うため、クライアントサーバシステム

で構築された積算システムを運用しています。 

土木工事の設計積算業務では、国土交通省が策定する「新土木工事

積算大系」（※1）を採用しています。積算システムの概要は、右図の

ような体系となっています。 

建築工事の設計積算業務では、営繕積算システム等開発利用協議会

において開発された「営繕積算システム（通称 RIBC）」を採用してい

ます。 

（※1）「新土木工事積算大系」とは、①積算の内容を発注者、受注

者にとってわかりやすく②誰が積算しても標準化された同じような積

算となるようにするための積算方法です。 

 

２ 総合評価方式の試行 

 「総合評価方式」とは、公共工事等の契約相手先を決定する入札方

法の一つで、これまで主に行われてきた「価格競争方式」（標準的な設

計・施工方法に基づいて最も安い価格で入札した企業を落札者に決定

する方法）とは異なり、価格と企業の技術力とを総合的に評価して落

札者を決定する方法です。 

 今年度（平成２７年度）は８０件程度の工事について試行を予定し

ています。 

 

 

 

 

 

新潟市土木積算システム構成図（平成27年 6月現在） 
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３ ＣＡＬＳの導入 

 “CALS”とは Continuous Acquisition and Life-cycle Support の

略語で、「継続的な調達とライフサイクルの支援」と訳されます。各種

情報を電子化し、技術情報などをネットワークを介して交換及び共有

することにより、事業期間の短縮、コストの削減、生産性の向上など

を図ります。 

 平成２５年度以降は、「新潟市 CALS 導入拡大スケジュール」に基づ

いて、電子納品及び保管管理システムへの登録を実施しています。 

 

新潟市 CALS 導入拡大スケジュール【土木工事】 

年度 H25 H26 H27 H28 以降

予定価格 

（税込） 

工事

区役所の事
業課で発注
するもの 

2.5千万円
以上 2.5 千万

円 
以上 

1千万円以上 

上記以外※ 
5千万円 
以上 

業務委託 
100 万円以上 

（ただし，測量業務，地質調査業務は， 
金額にかかわらず電子納品とする。） 

※：各地域土木事務所，各地域下水道事務所，下水道管理センター，土木総務課，

道路計画課 等 

 

４ 技術職員の人材育成 

 平成２１年３月に「技術職員の能力育成に関する基本方針」を策定

し、職場研修（OJT）や職場外研修（OFF-JT）、自己研修などによる能

力向上を推進してきたところですが、さらに多様化する社会環境にお

ける公共工事の実施においては、地域住民に対する説明や関係機関と

の協議など、職員の技術力やプレゼンテーション能力の向上が求めら

れており、これらに必要な技術力習得を図ります。 

 

５ 参考 

 ①総合評価の試行件数 

年  度 実施件数

平成２６年度   １１５件

平成２５年度   １１８件

平成２４年度 １２１件

平成２３年度 ２７５件

平成２２年度 １２５件

平成２１年度 １１５件

平成２０年度 １３７件

平成１９年度 １０件

平成１８年度 ４件

 ②技術管理課で取りまとめを行った内部研修の参加者延べ人数 

年  度 参加者延べ人数

平成２６年度 ９７５人

平成２５年度 ９６４人

平成２４年度 ４７０人

平成２３年度 １８７人

平成２２年度 ２７６人

平成２１年度 ３２７人

平成２０年度 ６７人

平成１９年度 ３３３人

③技術管理課で取りまとめを行った外部研修の参加者延べ人数 

年  度 参加者延べ人数

平成２６年度   ３０４人

平成２５年度   ３９３人

平成２４年度 ３５１人

平成２３年度 ２９７人

平成２２年度 ３８５人

平成２１年度 ２８０人

平成２０年度 ２７５人

平成１９年度 ２６６人
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